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大阪南医療センターでは、下記の臨床研究を実施しております。この研究の計画、研究

の方法についてお知りになりたい場合、この研究に検体やカルテ情報を利用することをご

了解できない場合など、お問い合わせがありましたら、以下の「問い合わせ先」へご照会

ください。なお、この研究に参加している他の方の個人情報や、研究の知的財産等は、お

答えできない内容もありますのでご了承ください。 

 

[研究課題名] 退院支援チェックリストの実証研究 

[研究責任者]  看護部 部長 高田幸千子 

[研究の背景] 

円滑な医療・介護連携の推進には、地域医療連携室の充実は不可欠である。同室の

重要な役割のひとつとして退院支援があげられる。その退院支援において、安心およ

び安全な退院、また予期しない再入院の防止には、円滑な医療介護の連携が必要であ

る。退院支援を実施する上で、病院と在宅医療・介護関係者が適切に連携する退院支

援を入院早期から開始して、医療と介護の両方のサービスを確保し、本人・家族の意

向に沿った施設・在宅療養を安心してスタートできるよう支援することが重要である。 

[研究の目的] 

このたび、これらの課題解決の一助とすべく、退院支援の補助するツールとして「退

院支援チェックリスト（案）」を作成した。このチェックリストは、地域医療連携室を

中心に、院内の病棟部門と多職種とが協働して、在宅医療・介護関係者と適切に連携

できるよう、同室の職員が使用することを想定して作成されている。しかし、このチ

ェックリストが実用に耐えるかについてはわかっていない。 

そこで、実際にこのチェックリストを使用し、その有用性を検証することを目的に

調査を実施する。 

[研究の方法]  

●対象となる患者さん 

西暦 2021年 10月 1日から西暦 2021 年 10月 31日の間に退院した方 

地域医療連携室が退院支援に関わった方 

●研究期間：承認日から西暦 2022年 3月 31日 

●利用するカルテ情報 

① 患者情報：年齢、性別、主な病名、介護度 

② 地域医療連携室情報：主な連携職種、退院先施設等 

●情報の管理 

「退院支援チェックリストの評価シート」に記載し、研究代表者機関へ提出され、集

計、解析が行われます。 

 



[研究組織] 

この研究は、多施設との共同研究で行われます。研究で得られた情報は、共同研究機

関内で利用されることがあります。 

●研究代表者（研究の全体の責任者）： 

神戸大学大学院医学研究科地域医療教育学部門 特命教授 岡山雅信 

●その他の共同研究機関：近畿厚生局管内の病院（200床以上） 

[個人情報の取扱い] 

カルテ番号、氏名、および住所など個人を特定できる情報は、本研究において取り扱

いません。このため、本研究において匿名化の実施は必要がないため、行いません。 

[問い合わせ先]   

国立病院機構大阪南医療センター 

看護部 部長 高田幸千子 

電話 0721-53-5761  FAX 0721-53-8904 

 


